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2020.3.21 
生徒・保護者各位 
 

大阪女学院中学校・高等学校 校長 中村真喜子 
 
春休み期間中の教育活動制限について ３月２３日（月）～４月６日（月） 

 
３月２０日（金）大阪府教育庁より新たな通達がありました。春休み期間中の教育活動再開を撤回し、それ以前の制限に

戻す内容です。私立学校も府立学校に準じ、本校も２月２９日（土）に策定した内容に戻します。詳しくはホームページ別

途資料をご覧ください。 
 

なお、３月２３日（月）に限り、以下の５つの場合のみ登校を認めます。 

 
●３月２３日（月）に登校を認めるケース。時間は１０：００～１５：００に限る 
 
①結果時数補いの提出 

３月２３日（月）１２：００までに本人または保護者が持参。 

  

②３月１９日（木）欠席者の教科書・副教材受け取り。 

担任と時間を決めて本人または保護者。２３日に受け取りができない場合は、着払い郵送。 

 

③クラブ活動用具などの持ち帰り。 

 自主練習などに必要な用器具、服、靴などの持ち帰りに限り、顧問と相談のうえ時間を決めて登校可。 

 

④図書の貸出、返却。 

春休み課題等に必要な図書の貸出、返却の手続き。 

 
●教育活動の制限 
 

①再評定結果の通知のための登校。 

 ３月２６日（木）、担任より電話連絡。その他訂正も含む通知表渡しは４月７日（火）。 

 

②面談、補習、校内での自習、クラブ活動は中止。 

 

③図書館利用（３月２３日以外）。 

 
●休校期間中の注意 
 
①定期的な安否確認はしないが、新型コロナウイルスに感染した場合は必ず学校に連絡すること。 
 
②休校中は自宅学習を行い、規則正しい生活と適度な運動、手洗い・うがいなど健康管理に気を付けること。 
外出時は感染クラスターが発生しやすい条件を避けること（※） 

 
※クラスター発生のリスクを下げるための 3原則 

  (1) 換気を励行する（２方向の窓を同時に開ける等） 
  (2) 人の密度を下げる（会場の広さを確保しお互いの距離を 1-2m程度あける 等） 
  (3) 近距離での会話や発声、高唱を避ける（近距離での会話が必要な場合マスク着用等） 
 
③今後の情報はフェアキャストおよびクローズドサイト、状況に応じてホームページで配信する。 
 
●教職員の業務、その他 
 
①３月２６日（木）、高校併願合格者・第２回併願手続きは行う 
 
②教職員業務 
 出退勤の制限なし。可能な限り時差出勤・リモートワークを推奨する。 
 ３月２５日（水）会議の実施。９：００責任者会議、１３：００運営委員会議、新・旧学年会議。 
 ３月２６日（木）１０：００～１１：００進級会議。チャペルにて実施。 



⼤阪府内私⽴学校・園 設置者の皆様へ 
 
 新型コロナウイルス対策にご協⼒をいただき、感謝申し上げます。 
 
 さて、本日午前 11 時から、大阪府庁において「第 9 回大阪府新型コロナウイルス対策本部会
議」が開催され、春季休業期間中の学校における「教育活動等（部活動を含む）」の取り扱いに
ついての方針が再度決定されました。3 月 13 日の時点で、春季休業期間中、部活動などの教育
活動については一旦「実施してもよい」という判断を⾏いましたが、本日の会議でそれが撤回され、
「実施しないこと」となったというものです。 
 
 このため、府教育委員会では、府⽴学校の生徒、保護者や学校関係者に⽅針変更を伝えるに
あたり、丁寧に説明し理解を得る必要があると考え、別紙の教育⻑からのメッセージを添えて、学校
⻑に周知いたしました。 
 府内私⽴学校・園設置者の皆様及び学校関係者の皆様には、今回の府の対応に伴いご迷惑
をおかけすることもあるかと存じますが、春季休業期間中の教育活動の取り扱いにつきご協⼒をいた
だくよう改めてお願いするとともに、生徒や保護者の皆様に、ご判断の理由等についてご説明いただ
きたく、その際のご参考にしていただければ幸いです。 
 
令和２年 3 月 20 日（⾦） 

 
大阪府私学監 片山 靖隆 



府⽴学校の児童・生徒等、保護者及び学校関係者の皆さんへ 
 
新型コロナウイルス対策にご協⼒をいただき、感謝申し上げます。 
さて、3 月 23 日（月）からの学校での「教育活動等（部活動を含む）の再開」を楽しみにし

ておられた方も多いことと思いますが、本日午前 11 時から、大阪府庁において「第 9 回大阪府新
型コロナウイルス対策本部会議」が開催され、春季休業期間中等の学校における「教育活動等
（部活動を含む）」の取扱いについての方針が再度決定されました。 
 残念ながら、「3 月 23 日（月）から 4 月 7 日（火）までの学校における教育活動等は⾏わ
ないこととする」というものです。つまり、春休み中等の部活動については、一旦「実施してもよい」とい
う判断を⾏ったのですが、本日の会議でそれが撤回され、「実施しないこと」となったということです。 
 部活動などの再開を楽しみにしておられた児童・生徒等、保護者、学校関係者の皆さんには大
変申し訳なく思っています。こうした判断に至った理由を申し上げますので、ご理解を賜りますよう、
お願い申し上げます。 
 
 まず、昨日開催された政府の専門家会議では、「感染拡大している地域では⼀律⾃粛の必要
性を検討」とあり、大阪は感染が拡大している地域と認識しています。 
 また、昨日の段階で、大阪府の専門家の方からは、「府内には感染源不明の感染者が増加して
いる」「海外（主にヨーロッパ）における爆発的感染拡大により、海外からの帰国者が多く、関⻄国
際空港を擁し、大都市部である大阪の感染拡大リスクが高まってきている」ことから、「現時点でのイ
ベントや教育活動等の再開を延期することは妥当である」とのご意⾒をいただいています。 
加えて、「厚⽣労働省新型コロナウイルス クラスター対策班」の専門家の方からは、厚生労働

省を通じて、大阪府に対し、適切な対策を講じなければ最悪のケースとして、3 月 20 日から 27 日
の間に 586 人の患者（うち重篤者 39 人）、3 月 28 日から 4 月 3 日の間に 3 ,374 人もの患
者（うち重篤者 227 人）が発生することになる（大阪府、兵庫県の合計）という注意喚起がな
されました（別紙 1）。 

 
感染の状況に応じた取組みを適切に実施することがとても重要であり、現時点は、感染が拡大

するかどうかの瀬⼾際ともいえます（別紙 2）。こうしたことから、本日の会議では、「府が主催する
イベントや休館している施設は引き続き自粛する」こととあわせ、「一旦活動再開を認めた『教育活
動等（部活動を含む）』についても実施しない」という決定が⾏われました。なお、4 月 8 日（水）
以降の学校再開の可否については、⽂部科学省の基準に照らしながら、4 月 3 日（⾦）までに
は決定をするということも確認されました。 

 
以上、大変申し訳ありませんが、重ねてご理解とご協⼒をお願い申し上げます。 
 

令和 2 年 3 月 20 日（⾦） 
 

⼤阪府教育⻑ 酒井 隆⾏ 



2020年 3月 16日 

大阪府・兵庫県における緊急対策の提案（案） 

現状分析 

x 全国的に 2月 14日頃より感染者の増加が加速している。 

x 大阪府、兵庫県の全域において 

� 感染源不明（リンクなし）症例が感染世代(5日程度)毎に増加。 

� 1人が生み出す 2次感染者数の平均値が兵庫県で１を超えている。 

➡︎ 見えないクラスター連鎖が増加しつつあり、感染の急激な増加が 

既に始まっていると考えられる。 

 

� 試算では、19日までの間に患者    78人（うち重篤者   5人） 

次の 7日間（20～27日）に患者   586人（うち重篤者  3０+9人） 

次の 7日間（28～ 3日）に患者 3,374人（うち重篤者 227人） 

➡︎ 感染者報告数がこれから急速に増加し、来週には重症者への医療提供

が難しくなる可能性あり。 

 

必要な対策の方向性（案） 

x 社会的隔離により見えないクラスター連鎖を分断し、感染者の爆発的増大
の回避・抑制をはかる 

 

段階１ 警戒段階 

大阪府・兵庫県全域で、今後３週間の 

� 市民の感染対策の強化の呼びかけ 

（有症状者の自宅療養、３要素を避ける、手指衛生の徹底等） 

� 学校休校・イベント中止の呼びかけの継続 

� 大規模イベントの自粛の呼びかけ継続 

� 感染拡大リスクの高い（３要素を満たす）施設の使用自粛、集会の自
粛の呼びかける 

� 大阪府・兵庫県内外の不要不急な往来の自粛を呼びかける。 

 

段階２ 積極的介入段階 

� 全域の不要不急の外出自粛の要請（緊急事態宣言も考慮） 

� 施設の使用制限（緊急事態宣言も考慮） 

 

x 医療提供体制の確保 

� 重症者の医療提供体制・医療従事者の感染管理体制を早急に整備する 

  

3/18厚生労働省コロナ対策本部クラスター班の専門家

（北海道大学西浦教授等）が作成した資料として入手 

 

（別紙１） 



  
 

感染拡大防止に向け必要な取組みについて 

＜感染の状況に応じた主な取組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：令和 2年 2月 24日第３回 新型コロナウイルス感染症専門家会議資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取組みの移行の判断にあたって留意すべき点＞（カッコ内は府専門家会議委員の意見） 

・陽性者の発生状況 

・リンク不明の感染者数の状況（掛屋副座長）や、それに対する有効な対策の判明状況（朝野座長） 

・医療体制（病床数・医療スタッフ・医薬資機材）の確立の状況（朝野座長） 

・様々な指標を用いて専門家により判断すべき（砂川オブザーバー） 

（別紙２） 

現時点 

これまでの取組 

(感染拡大防止) 

・府民等への正しい情報提供 

・イベント中止・施設休館・学校休校 

(医療提供体制の構築) 

・帰国者接触者外来での対応 

・感染症指定医療機関等での入院措置 

 (クラスター発生とともに 

感染経路が明らかでない患者が発生） 

(医療提供体制の構築) 

・患者数の増加等を見据えた 

病床や人工呼吸器等の確保 

感染が拡大した場合⇒拡大の抑制 

・イベント中止や施設休館、学校休校等の継続 

・広く外出自粛の協力の呼びかけ 

感染が抑えられた場合⇒感染拡大防止に留意し対応 

・３条件等に配慮しながら、イベント中止や施設休館、

学校休校等の解除 

今後の対策の 
見極め 



2020年 3月 16日 

図 感染源不明（リンクなし）症例が感染世代ごとに増加している 

x 新型コロナウイルス感染症の平均発病間隔は 4～5日間 

x 平均発病間隔程度の日数毎に感染源不明感染者が出現しており、その集積は世代ごとに増加傾向 

x コミュニティにおいて見えない感染の拡大が起きている可能性を示唆。 

x 1～2世代分放置すると爆発的に感染者数が増加するリスクが上昇 

 

 

 
大阪府（上）と兵庫県（下）におけるリンクのない感染者数の推移（左が報告日別、右が発病日別） 
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（今後、増加予定）
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平均発病間隔(5日間)毎に 

感染源不明感染者数 

が増加 



2020年 3月 16日 

図 感染者報告数は急速に増加する 

x 欧州などでは、国レベルでの急速な感染者の増加が見られている。 

x 1つの地域で集中的に、指数関数的に増加することが特徴。２〜３日で新規患者数が倍増 

x 急速な増加が始まると、増加を認識してから 1週間以内に圏域内の医療体制に莫大な負荷。 

 
日本、イタリアやイランにおける流行と仮想的な予測 
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2020年 3月 16日 

図 兵庫県では実行再生産数が常に１を上回る 

 

大阪府では次第に１を下回る傾向（左図） 兵庫県では常に１を上回っている（右図） 

 

 
大阪（上）・兵庫（下）における実効再生産数（1人あたりが生み出す 2次感染者数の平均値） 

 
 

 

図 全国的に安定して指数関数的に増加しつつある 

 

 

 


